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要旨
　本研究の目的は，新規に精神看護学実習を受け入れた病院の実習指導者がどのように実習指導を
体験したのかを明らかにすることである。対象は，新規に精神看護学実習を受け入れた A 病院に
おいて，実習指導者を経験したことがある者とした。半構造化面接によるインタビュー調査を行い，
分析は KJ 法の第 1 ラウンドに則して行った。結果は【経験を積みながら適した指導法を身につけ
学生を中心に据えた教育を実践する】【教育担当の自覚を持ち自らすすんで課題に取り組む】【学び
の場を整備しチームで連携しながら人材を育成する】【未熟だが純粋な学生の取り組みに周りが動
く】【不十分であるがありのままを見せる】の 5 つの島に総合された。実習指導者は，環境面と個
人的な能力の不足を感じながら，学生の純粋な実習態度に触れて，自ら学ぶ姿勢を身につけていた。
指導経験を通して学生指導の方法を体得し，病棟スタッフと連携しながら学習環境を整えていた。
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Ⅰ．はじめに
　近年，わが国において看護系大学数の増加が著し
い。1989年にはわずか11校だったが，2000年には84
校，2006年には157校，2016年４月には248大学となっ
た。看護系大学の卒業者は年間20,000人を超えて，
かつては看護職の中で１％だった大学卒業生が，現
在は20％以上を占めるようになってきている１）。こ
のような急激な看護系大学の増加に伴い，看護学教
育の質を確保する看護学実習のあり方の見直しが迫
られている。日本看護系大学協議会２）では，近年の
少子高齢化や，医療の高度化・複雑化に伴う医療機
関の機能分化等の再編も関連して，新設校に限らず
実習施設の確保に困難を抱えている大学が少なくな
いことを指摘している。さらに，日本看護系大学協
議会２）による看護系大学の実習施設確保状況につい
ての調査では，「安定的に確保できている」と回答
した大学は51％に留まり，「現在は確保できている
が，２～３年後は不確定である」と回答した大学は
39％，「現在も確保は不確定である」と回答した大
学は８％だったと報告している。このことから，看
護系大学では，今後も看護学実習の受け入れ先とし
て新たに病院および施設等を開拓する必要が求めら
れてくると考えられる。
　看護学実習は授業の一形態であり，学生が各看護
学領域の学習目標を達成し，看護実践能力を修得
するのに不可欠な授業である３）。学内で学んだ理論
や知識・技術を統合させることに加えて，その体験
をとおして人間的成長へと導く，看護基礎教育の中
でも重要な場であり４），学内で学ぶことのできない

専門的な知識，技術，態度を学生自らが体験し，看
護に対する関心や意欲を高め看護観を形成すること
ができる重要な教育の場である５）。学生は臨地実習
において，今までの慣れてきた環境とは異なる病院
や施設に自分自身の身を置き，複雑な人間関係の中
で繰り広げられる看護のリアリティーに直面するた
め，学生にとってはストレスや緊張の高い科目であ
る６）。山田ら６）は，その指導にあたる臨地実習指導
者の存在は，効果的な臨地実習を展開する上で非常
に重要であると述べている。
　実習指導者に関する研究は，実習指導者の指導
における困難や負担感について３）７）９），および，実
習指導者の関わりが実習の効果に影響しているこ�
と６）７）について，これまで報告されてきた。例えば，
実習指導者の指導における困難については，大髙�
ら７）は指導内容や方法，指導に対する不安など実習
指導者自身の問題が多かったと述べている。実習指
導者の関わりについては，山田ら６）は，実習指導者
が示した言葉や態度が学生のやる気を阻害したり，
不十分な理解にとどめてしまったりと，学習への影
響が大きいと述べている。一方で，新規に実習病院
となった病院の実習指導者を対象にした研究は，実
習指導者が持っている情報ニーズや大学への期待が
明らかにされているが８），実習指導者のありのまま
の実習指導体験を明らかにしたものは見られない。
そこで，本研究では，新規に精神看護学実習を受け
入れた病院で，実習指導を担当した実習指導者がど
のように実習指導を体験したのかを明らかにするこ
とを目的に調査を行った。
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Ⅱ．研究方法
１．対象者
　新規に精神看護学実習を受け入れたＡ病院にお
いて，実習の受け入れ対象となった３病棟のうち，
2010年から2013年までの間に実習指導者を経験した
ことがある者を対象とした。

２．調査期間
　2013年１月～３月。

３．面接方法
　対象者に半構造化面接を１人１回実施した。面接�
の際には，対象者のプライバシーが保たれる場所に
おいて実施した。面接内容は，「はじめて精神看護
学実習を受け入れた病院（病棟）の実習指導者とし
て，実際に指導を行った体験とはどのようなもの
でしたか。」と尋ねた。面接時間は60分に設定した。
対象者の同意を得た上で，面接内容をICレコーダー
に録音した。

４．分析方法
　ICレコーダーからすべての対象者の逐語録を作
成し精読した。分析は，KJ法10）の第１ラウンドに則
して行った。具体的な手続きは，まず，録音したイ
ンタビュー内容を全て逐語録に起こした。次に，逐
語録に起こした内容のうち，対象者が実際に実習指
導を行った体験に関連すると判断した記述を，１つ
の意味ごとになるべく語られた表現のまま文章単位

（１～２文程度）で抜き出し，カードに記述して１
枚のラベルとした（ラベル作成）。そして，ラベル
の全てに目が行き渡るようにラベルを一面に拡げ，
意味が近いと考えられるラベルを２～４枚集めてグ
ループ編成した。集まったラベルのセット全体の意
味を読み取り，表札として一文に綴った（グループ
編成）。このグループ編成のプロセスを１段階とし，
表札をつけたラベルと残ったラベルで同じ作業を
行った。段階を上げて，ラベルの枚数が減っていく
作業を繰り返し行い，最終的に島を同定した。そし
て，それぞれのカードの関連に着目し図解化し，図
解化したものを文章化した。各分析過程では，質的
研究論文を複数執筆した経験のある共同研究者１名

を含め，意見が一致するまで検討を繰り返し，分析
結果の信憑性および厳密性を確保するよう努めた。

５．倫理的配慮
　本研究は，青森県立保健大学研究倫理委員会によ
る審査を受けた（承認番号11033）。精神看護学実習
を新規に受け入れたＡ病院の看護部管理者に，研究
の趣旨を文書と口頭で説明し，同意を得た。研究対
象者には，研究の趣旨と目的，研究協力の意思選択
の権利，途中辞退の自由，プライバシーの保護，個
人情報の保護，データの守秘性の保持，および結果
公表の予定について書面と口頭で説明し，本人から
書面による同意を得た。研究の趣旨については十分
な説明を行い，データの取り扱いと個人情報の管理
に関しては細心の注意を払った。

Ⅲ．結果
１．対象者の概要
　研究の同意が得られた６名を対象とした。対象
者の概要を表１に示す。性別は，男性２名，女性
４名であった。年齢は30代から60代。看護師経験の
平均年数は21.3年。精神科看護師経験の平均年数は
14.8年。実習指導者経験の平均年数は2.1年となった。
なお，実習指導者の変更があったため，実習指導者
経験年数が３年に満たない対象者は３名となった。
面接所要時間は，最小で32分，最大で50分，平均42
分だった。

２．分析結果
対象者６名の逐語録から，一文に一つの意味が含
まれるように文章を抜き出し，カードに記入し
た。その後，意味が近いと考えられるカードを集
めて共通するテーマを付与し，再びカードに記入
しラベルを作成した。その結果，43枚のラベルが
得られた。その後４段階の表札づくりを行った
結果，５つの島に総合された。それらは，【経験
を積みながら適した指導法を身につけ学生を中
心に据えた教育を実践する】，【教育担当の自覚
を持ち自らすすんで課題に取り組む】，【学びの
場を整備しチームで連携しながら人材を育成する】，

【未熟だが純粋な学生の取り組みに周りが動く】，【不

表１　対象者の概要

対象者 性別 年齢（年代） 職位
看護師経験：

含精神科看護師
経験（年）

精神科看護師
経験（年）

実習指導者
経験（年）

A 男 60 スタッフ 35 35 2
B 女 50 リーダー 26 22 0.3
C 女 30 リーダー 6 6 3
D 男 30 リーダー 6 6 3
E 女 60 スタッフ 37 8 3
F 女 40 スタッフ 18 12 1
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段目ラベルからなった。これには，学生の対応や気
持ちに触れることで経験を積んで忘れかけていた看
護の初心に気づいたこと，患者の良い反応から個別
ケアの必要性に気づかされたこと，患者と看護師双
方の気持ちが動かされたことを含んでいた。

５）【不十分であるがありのままを見せる】
　このカテゴリーは，「自分たちの不足は隠さずに
ありのままをそのまま見せる」，「効果的な指導がで
きず力不足を感じる」の２つの３段目ラベルから
なった。「自分たちの不足は隠さずにありのままを
そのまま見せる」では，一般科との違いをどこまで
把握してもらうか悩み，精神科へ悪いイメージを持
たせないか心配しながら，普段通りの看護を行うこ
とを含んでいた。「効果的な指導ができず力不足を
感じる」では，指導が学生に伝わらないときは落ち
込み，指導方法や範囲がわからず手が出せないこと
を含んでいた。

６）カテゴリーの図解化
　カテゴリー間の関連に注目して図解化を行った

（図１）。

７）文章化
　図解化に基づいた文章化を行った（表２）。

Ⅳ．考察
　本研究の目的は，新規に実習受け入れ病院となり，
実習指導を担当した実習指導者がどのように実習指
導を体験したのかを明らかにすることであった。

１．実習指導の基盤になるもの
　今回の結果から，【未熟だが純粋な学生の取り組
みに周りが動く】という，実習指導者が臨床経験を
積んだことで遠のいていたが，かつて自分達も抱い
ていた看護の初心を思い出し，学生の関わりの新鮮
さに気持ちが動かされることが基盤にあることがわ
かった。渡辺ら11）は，学生の新鮮な発言にハッとし
たり，じっくり患者とかかわった学生の持つ情報に
感心したりと，実習指導者にとっても学生とじっく
りとかかわることの楽しさが見えてくると述べてい
る。そうした変化を前にすると実習指導者として純
粋にうれしいこと，実習指導の醍醐味や達成感を感
じることを指摘している。同じ業務を続けていると
知識や技術は得られ経験は積めるが，業務に慣れる
ことで感情が動きにくく，新しい出来事が少ない環
境になる。学生の純粋な言動が実習指導者の刺激に
なり，普段の業務とは異なる新鮮さを得られたと考
えられる。三村ら４）による実習指導者のストレスに
関する研究では，実習指導を負担と感じストレスを
感じている群は，同時に，学生から学ぶことは多い
と認めていることを指摘している。これらのことは，
学生との関わりを通して，実習指導の楽しさや醍醐
味，達成感につながるのではないかと考えられた。

十分であるがありのままを見せる】であった。４段
目ラベルを【　】，３段目ラベルを「　」で表記する。

１）�【経験を積みながら適した指導法を身につけ学
生を中心に据えた教育を実践する】

　このカテゴリーは，「自分の指導を振り返り学生
の求める学びを支える」，「学生の学びのプロセスを
踏まえて指導を入れる」，「根拠を踏まえた指導の必
要性を学生に教えてもらう」の３つの３段目ラベル
からなった。「自分の指導を振り返り学生の求める
学びを支える」では，学生の学びに合わせた指導を
行いながら，自分の指導を振り返って点検すること
を含んでいた。「学生の学びのプロセスを踏まえて
指導を入れる」では，学生の反応を見ながら時機と
物言いを考え指導することを含んでいた。「根拠を
踏まえた指導の必要性を学生に教えてもらう」では，
学生指導により物事を掘り下げ本質をよく見るよう
になり，自分自身を見直す機会になったことを含ん
でいた。

２）�【教育担当の自覚を持ち自らすすんで課題に取
り組む】

　このカテゴリーは，「教育を提供するために必要
な自分自身の基盤を確立する」，「実習指導に関わる
課題は自分の問題として受け止め実行する」の２つ
の３段目ラベルからなった。「教育を提供するため
に必要な自身の基盤を確立する」では，自分自身が
学生のモデルになる自覚を持つことで人に教える責
任を持ち，接遇や技術を丁寧に行い，患者を尊重す
る態度を見せることを含んでいた。「実習指導に関
わる課題は自分の問題として受け止め実行する」で
は，指導方法などがわからない不安を自覚しながら，
課題に対応するために自分自身が学ぶことを含んで
いた。

３）�【学びの場を整備しチームで連携しながら人材
を育成する】

　このカテゴリーは，「精神科実習で得られる学び
を確保できるように環境を整える」，「効率・効果を
考えてサポートする」の２つの３段目ラベルから
なった。「精神科実習で得られる学びを確保できる
ように環境を整える」では，実習でのトラブルを未
然に防ぐことや，コミュニケーション技術を一般科
でも役立ててもらえるよう実習での学びを確保でき
るような環境作りを行うことを含んでいた。「効率・
効果を考えてサポートする」では，他のスタッフの
協力を得ながら学生指導を行うことで，チームワー
クが活性化することを含んでいた。

４）【未熟だが純粋な学生の取り組みに周りが動く】
　このカテゴリーは，「患者を想う学生の態度に触
れ自分達が忘れていた大切なものを思い出す」の１
つの３段目ラベルと，「学生の関わりの新鮮さに患
者と看護師双方の気持ちが動かされる」の１つの３
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学生と一緒に作った作品

をいつまでも飾っているの

を見ると楽しかったことを
思い出しているのかなあと

思う

スタッフに話さないことを

学生に話しているのを見

て私達に言ってもどうにも
ならないと思っていること

があるんだとわかった

実習生の患者対応

を見ていて自分は

馴れ馴れしいなあ
と反省することがあ

る

学生の患者を思う

気持ちに触れ自分

達は業務に追われ
て少し足りなかった

なあと思った

学生レクの

企画力やパ

ンフレットの
出来などを

見て発想力

や想像力が

すごいと

思った

学生が込

み入った話

でも遠慮な
く患者に聞

いている様

子を見て新

鮮な気持ち

になる

今まで一人

でカラオケで

歌ったことが
ない患者が

学生の促し

で歌うように

なってすごい

なあと思った

作業工程は1時間ごとに変更する

と説明とメモで終わってしまうので

半日単位で担当させる

学生が実習に

来たからといっ

て普段のやり方
と変えても分

かってしまうと

思うので普段通

りにやろうと思っ

ている

今の学生とは年も違う

しカリキュラムも違うの

で自分が指導していい
のか心配だった

看護学生への指導法

や教育を受けてこな

かったが指導者になっ
て意識するようになっ

た

学生が来るようになって

病棟での患者への接遇を

改善する必要に迫られた

学生が来て乱暴な言葉

をスタッフが使わなくなっ

た

教育を提供するために必要な自分自

身の基盤を確立する

患者を想う学生の態度に触れ自分達

が忘れていた大切なものを思い出す

患者を尊重する当た

り前の態度を見せる

学生理解や実習指

導の方法がわからな

い不安を自覚し自分

から歩み寄る

学生の関わりの新鮮さに患

者と看護師双方の気持ちが

動かされる

経験を積んだことで忘れていた看

護の基本を学生から学ぶ

学生の看護に対する患者の良い反応を

見て忘れていた個別ケアの必要性に気

づかされる

教育担当の自覚を持ち自ら進んで

課題に取り組む

未熟だが純粋な学生の取り組みに周

りが動く

経験を積みながら適した指導方法を身につけ

学生を中心に捉えた教育を実践する

自分の指導が正しかったのかなど毎日振

り返るようになった

学生には間違ったことを教えられないの

で自分の看護を振り返るようになった

学生は看護師としてのベースになるところ

を学んでいるので指導のあとで自分自身

の指導を振り返る必要があると思っている

学生に教える時は普段

行っている処置も学生に合

わせてゆっくりと丁寧に行
うようになった

学生には理論と見本を織り

混ぜた方が伝わると感じた

実習が進む

につれ患者

とのコミュニ
ケーションの

とり方を見て

いると精神

科の印象が

変わってきて

いるのがわ

かるように
なった

教える時に自分の感情をセーブ

して教えるようになった

消極的な学生に聞かれてないの

にあれこれ言うとパニックになる

のであえていろいろ言うのは避け
るようになった

学生指導をするようになって

物事を掘り下げて見るように

なった

学生に質問されて当たり前と

思っていたことを考え直したり

気づくきっかけになっていた

記録の添削は大変だけど自分た

ちの気づきになることもあるので

しょうがないと思っている

学生から受ける実習評価を通し

て自分自身を見直す機会が得ら

れることは恵まれていると感じる

現象に潜む本質をよく見

て思い込みを排除する

学生の学びのプロセスを踏まえて
指導を入れる

根拠を踏まえた指導の必要性を

学生に教えてもらう

指導者になって学生からの質問

に答えられないと恥ずかしいと思

う

学生が実習に来ると自分が学生

のモデルにならなければという自

覚が出た

人に教える責任の重さ

を受け止め襟を正す

指導していて学生に精神科

への悪いイメージを与えない

かいつも心配している

精神科は特殊なので一般科

との違いをどこまで把握して

もらうのか悩んだ

自分の指

導が学生

にうまく伝
わらない

時は自分

自身の問

題として

悩んだ

自分が伝

えた情報

やアドバ
イスでか

えって学

生が混乱

した時は

悩んだ

自分の指導が学生に

伝わらず落ち込む

自分の言葉遣いが丁寧

になったり技術も丁寧に

行うようになった

自分の指導を振り返り学

生の求める学びを支える学生は受けた指導をそのまま取り

入れることから、自分の指導をい

つも振り返って点検する 学生の学びの形に自分

を合わせて指導を行う

学生の計画

が毎日同じ

内容なので
どこまで実

習させて良

いのか悩ん

だ

OTなどには受

け持ち患者と

一緒に参加す
るものと思って

いたがそうで

はない学生も

いて戸惑った

患者についての話

はできるが看護計

画については疑問
に思っても大学の

先生の役割だと思

い触れなかった

学生の不足はわかるが指導の方法や

範囲がわからず手が出せない

実習指導者以外でも学生

の質問に答えてくれたり時

間が取れない時は他のス
タッフがカバーしてくれてい

る

精神科

の実習

で学ん
だコミュ

ニケー

ション

の技術

は一般

科でも

必要な
ので役

立てて

欲しい

と思う

学生に受け持たれて

いる患者には意識して

声をかけたり体調をき
いたりしていた

カンファ

レンス

に参加
するた

めに病

棟を抜

ける時

は他の

スタッフ

に声を
かけて

申し訳

ないと

感じる

衝動的な患者をリスト

アップして注意するよ

うに学生に伝えるなど
安全を配慮するように

なった

スタッフの中には学生から

聞かれて嬉しそうだったり

指導することが楽しそうな
人がいて刺激になっている

精神科実習で得られる

学びを確保できるよう

に環境を整える

実習をスムーズに

進めるためにトラ

ブルの芽は早め

に摘んでおく

スタッフも学生指導の

意識が高まりチーム

ワークも活性化する

効率・効果を考えてサ
ポートする

学びの場を整備しチームで連携

する

実習指導をす
るためには最
新の勉強の
必要があると
考えて研修に
出るように
なった

様々な課題

に対応する

ためにまず

自分が学ぶ

指導者研修に

行かせてもら

うなど勉強す
る機会が増え

た

関係が深い

相互関係

支える

精神科の良いイメージ

や特殊性をうまく伝えら

れず困る

効果的な指導ができず力不足を感じる自分達の不

足は隠さず

にそのまま

伝える

実習指導に関わる課題は自分の

問題として受け止め実行する

時機と物言いを考えて学

生を指導する

実習指導を通して自分の不

足がわかる機会に恵まれる

不十分であるがありのままを見せる 関連記号

4段目ラベル

3段目ラベル

元ラベル

2段目ラベル

図１　図解化の結果

表２　新規に精神看護学実習を受け入れた病院で実習指導を担当した実習指導者の指導体験

新規に実習受け入れ病院となり，実習指導を担当した実習指導者は，実習指導の体験として【未熟だが純
粋な学生の取り組みに周りが動く】ことを基盤にして，【不十分であるがありのままを見せる】ことと深
い関係があった。これらを支えとして【教育担当の自覚を持ち自らすすんで課題に取り組む】ことと【学
びの場を整備しチームで連携しながら人材を育成する】ことが相互に関係を持ちながら成立し，それぞれ

【経験を積みながら適した指導法を身につけ学生を中心に据えた教育を実践する】と相互に関係していた。
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２．実習指導により得られたこと
　実習指導者は，未熟だが純粋な学生の取り組みに
心を動かされる体験を基盤に，【経験を積みながら
適した指導方法を身につけ学生を中心に捉えた教育
を実践する】ことを試みていた。これは，自分の指
導を振り返りながら学生に見合った指導を行い，同
時に根拠を踏まえた指導の必要性を学生に身につけ
ていこうとすることであった。さらに，【教育担当
の自覚を持ち自らすすんで課題に取り組む】こと，
および【学びの場を整備しチームで連携しながら人
材を育成する】と相互関係があった。これは，実習
指導に関わる課題は自分の問題として受け止めなが
ら自分自身の基盤を確立し，学びを確保できるよう
に環境を整えることや，効果・効率を考えて学生の
臨地実習をサポートすることであった。山田ら６）は，
学生一人一人に時間をかけた熱心な指導や，主体的
な学習者であることを学生に意識させるような関わ
りをすることによって，自己教育力が育まれてくる
と述べている。これは，実習指導を通じて実習指導
者が自ら課題に取り組むようになったことと一致す
る結果となった。
　また，新規に実習を受け入れるためには，実習指
導を円滑にできるように環境を整える必要があっ
た。学生にとって病院実習は学内での学びを活かす
機会であり，病院にとっては資格のない学生を受け
入れるための整備が必要になる。山田ら６）は患者の
療養が妨げられないという権利の保証をしながら
も，学生が学ぶことが出来るよう，教育の場として
の学習環境を調節していくことが必要とされると述
べており，実習を受け入れる環境を調節したことは，
チームの連携にもつながり，学生をサポートできる
教育環境ができたのではないかと考えた。山田ら６）

は，学生の成長に向けて，実習目的・目標を共有し，
個々の学生に対する効果的な関わり方について，臨
地実習指導者と教員それぞれの役割をオープンに話
し合い協働していくことで，よりよい学生指導に結
び付くと述べている。今後は，これらの経緯を踏ま
えて，実習指導者が，効果的な実習指導を提供でき
るように，大学との連携を継続していくことが必要
であると示唆された。

Ⅴ．結論
　実習指導者は，新規に実習を受け入れることへの
環境面と個人的な能力の不足を感じながら，学生の
純粋な実習態度に触れて，自ら学ぶ姿勢を身につけ
ていた。さらに，指導経験を通して学生指導の方法
を体得し，病棟スタッフと連携しながら学習環境を
整えていた。以上のことは，新規に実習を受け入れ
た実習指導者の指導を通して得られた体験であると
考えられた。今後は，今回の結果を踏まえて，さら
により良い実習指導を実践できるように，病院と大
学との連携を継続していく必要があることが示唆さ
れた。

　また，【未熟だが純粋な学生の取り組みに周りが
動く】ことは，【不十分だがありのままを見せる】
ことと深い関係があった。学生の関わりに心が動か
される一方，効果的な指導ができず力不足を感じる
ことや，うまく学生に伝えられず困ることがあった
が，実習指導者の不足は隠さずにありのままを見せ
るようにしていた。効果的な指導ができず力不足を
感じたことは，実習指導者としての経験が浅いこと
に対して，自信のなさを抱いていると考えられた。
泊12）は，実習指導者として指導をどのようにとらえ
たのかを初期段階と経験後でその変化を見たとこ
ろ，初期の段階では実習を担当することで，指導力
の不足，指導不足の自覚，状況への対応不足を感じ
ていたと述べており，本研究と同様の結果となった。
泊12）は，これらは経験を積むことで自信になり，実
習指導者としての前向きな姿勢へ変化することを指
摘している。また，細田９）は，実習指導者は職務経
験を積み重ねることによって，実習指導者自身の力
量に関する困難の認識が低くなっていたことを指摘
している。以上により，力不足を感じることは経験
を積み重ねることで徐々に軽減され，後に前向きな
自信へと繋がるのではないかと予測できる。このよ
うに，実習指導者としての経験を積むことは，自己
能力評価を高めるための重要な要因になることが推
察された。
　また，実習指導者の不足を隠さずにそのまま見せ
ることは，実習指導者が学生に良い看護師としての
モデルを示すためにその場限りで取り繕うのではな
く，臨地での看護実践をありのままに学生に示すこ
とを通して学生に評価を委ねようと模索しているよ
うに感じられた。大髙７）は，実習指導者が「指導方
法がわからない」「指導に自信がない」と述べてい
るのは，実習指導者としての任命された時の気持ち
や実習指導の経験がないことなどが影響し，実習指
導者として十分に準備や学習ができないまま指導に
当たらなければならない状況だったのではないかと
述べている。Ｘ大学では，新規に実習を依頼するに
あたり，実習開始前までに大学－臨床間で取り組む
べき課題について調査し13），研修会の開催や相談で
きる機会を作ってきた14）。しかし，環境面での準備
は進められたが，実習指導者になるという心理面で
の準備が十分ではない状況で実習が開始になった可
能性があった。東中須５）は，実習指導者は，自分の
知識や経験・指導力に自身がなく実習指導者として
の役割に不安を抱えているが，実習指導は自分の成
長に役立つと前向きに考え実習指導を行っていたと
述べている。本研究において，実習指導者は学生の
関わりの新鮮さに気持ちが動かされると同時に，自
身の不足や力不足を感じていることは，先行研究と
矛盾しない結果になった。かつては自分達も抱いて
いた看護の初心を思い出し，学生の関わりの新鮮さ
に気持ちが動かされることを基盤として，臨地に実
習が根付いていくのではないかと推察された。
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に病院のできること：井之頭病院実習指導者
委員会の取り組み．精神科看護，39（1），27－32，
2012

12）�泊祐子，栗田孝子，田中克子：臨地実習指導者の
指導経験による“指導のとらえ方”の変化と必要
な支援の検討．岐阜県立看護大学紀要，10（2），51
－57，2010

13）�清水健史，伊藤治幸，藤井博英：新規に精神看護
学実習を受け入れる病院看護スタッフの意識と
課題に関する調査研究．日本看護学会論文集看
護教育，40，248－250，2009

14）�清水健史，伊藤治幸：初めて実習を受け入れる
病院との連携～精神看護学実習を例に．看護人
材教育，７（3），106－112，2010

Ⅵ．本研究の限界
　本研究は，調査対象者が６名と少なく，限定した
施設のデータのみであるため，一般化することは難
しい。しかし，限定的ではあるが，新規に実習病院
を開拓した際の実習指導体験の一部を明らかにでき
たと考えている。
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